
建)第 147号 平成24年 2月 10日 ろ、ヽク
｀
ね

決
！時

ヽ
プ
一ト
ル
繁
！施

」

原
子
力
発
電
所
の
二
号
機
が
爆
発

し
、

放
射
性
物
質
が
会
津
に
も
飛
来

し

て
き
た
翌
日
。

二
月
定
例
会
。

私

た
ち
は
、

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
し
た
教
育
活
動
展
開

の
方
策
に
つ
い
て
、

徹
底
的
に
話
し

合

い
ま
し
た
。
し
か
し
、

会
津
に
も

迫

り
来
る
放
射
能
の
脅
威
。

新
学
期

は

・
・
・
。

教
育
委
員
の
誰
も
が
不

安

な
思
い
を
抱
い
て
お
り
ま
し
た
。

四
月
定
例
会
。

子
ど
も
た
ち
の
生

活

に
つ
い
て
、

再
度
、

安
全
確
保
の

面
か
ら
確
認
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、

国

の
基
準
を
参
考
と
し
、

手
洗
い
う

が

い
、

マ
ス
ク
着
用
を
徹
底
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、

屋
外
活
動
の
制
限
は

会
津
教
育
事
務
所
域
内
三
支
会
連
絡
会

△真

井

上

糟

子

（会
津
若
松
市
教
育
委
員
会
委
員
長
）

必
要
な
い
も
の
と
判
断
し
た
の
で
す
。

そ
ん
な
中
で
の
春
の
運
動
会
。

校
庭

に
水
を
ま
き
、

昼
食
会
場
も
室
内
に

す
る
な
ど
、

現
場
の
先
生
方
の
努
力

に
は
本
当
に
感
謝
、

感
謝
で
す
。

し
か
し
、

水
泳
に
対
し
て
は
中
止

を
求
め
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

私
た
ち
は
国
に
基
準
を
示

す
よ
う
幾
度
と
な
く
要
望
い
た
し
ま

し
た
が
、　

一
向
に
回
答
は
あ
り
ま
せ

ん
。五

月
も
半
ば
を
過
ぎ
、
も
う
限
界
①

「
市
と
し
て
独
自
に
判
断
し
ま
し

ょ

う
。

」
教
育
委
員
全
員

一
致

の
結
論

で
し
た
。

そ
の
日
か
ら
、

放
射
性
物

質
を
含
ん
だ
上
が
プ
ー
ル
に
入

っ
た

場
合
の
放
射
線
値
の
試
算
。

プ
ー
ル

サ
イ
ド
の
徹
底
的
な
清
掃
。

毎
日
の

放
射
線
量
の
測
定
。

プ
ー
ル
水
の
独

自
検
査
。

現
場
と
と
も
に
フ
ル
回
転

で
す
。

結
果
、

市
放
射
線
管
理
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
か
ら

「水
質
も
空
間
放
射

線
量
も
安
全
」
と
の
回
答
。
し
か
し
、

「保
護
者
の
安
心
が
得
ら
れ
る
で
し
ょ

う
か
。

」
不
安
は
絶
え
ま
せ
ん
。

そ

こ
で
、

水
泳
の
授
業
に
心
配
の
あ
る

児
童
生
徒
は
、

無
理
に
参
加
し
な
く

て
も
い
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
と
し
、

各
学
校

へ
実
施
の
通
知
を
出
し
ま
し

た
。

結
果
と
し
て
、

月
二
回
、

全
て

の
学
校
で
の
水
質
検
査
で
、　

一
ベ
ク

レ
ル
未
満
で
あ

っ
て
も
数
値
が
検
出

さ
れ
た
場
合
に
は
中
止
と
し
た
た
め
、

大
き
な
混
乱
も
な
く
実
施
で
き
た
の

で
す
。

決
断
す
る
ま
で
は
非
常
に
苦
痛
で

し
た
が
、

今
で
は
胸
を
撫
で
下
ろ
し

て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
の
話

し
合
い
と
学
校
現
場
と
の
連
携
が
、

い
か
に
重
要
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
忘
れ
ら
れ
な
い

出
来
事
で
す
。
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喜多方市立塩川中学校  養 護教諭
会津美里町立本郷第一小学校 教 諭

○学校保健及ぴ学校安全表彰
1喜多方市立姥堂小学校  (学 校保健)

○学校給食表彰
西会津町給食センター (共 同調理場)
河東学園小学校   栄 養教諭     坂 内 幸子“国人)

=県教育委員会表彰
○地方教育行政功労者

○社会教育関係功績顕著団体 ・施設
喜多方市慶徳公民館
東尾岐やってみんペェ会

○文化財保護関係功労者
西会津町野沢           根 本  一

〇へき地教育関係功績顕著団体
会津若松市立湊小学校

1県学校給食優良団体 ・功労者表彰
磐梯町立磐梯第一小学校
柳津町学校給食センター

=県学校歯科保健優良学校 ・功労者表彰
優秀賞 磐 梯町立磐梯第二小学校
優秀賞 湯 川村立勝常小学校
優秀賞 三 島町立三島小学校
優秀賞 喜 多方市立第一小学校
優秀賞 三 島町_~三島中学校

1県学校保健功労賞
○功労賞(学校医)
喜多方市立熱塩小学校他  渡 退 康 久
西会津町立新郷小学校他  小 林 貞 夫
会津坂下町立坂下小学校他 佐 藤 信 也

○功労宣(学校歯科医)
会津坂下町立若宮小学校他 猪 俣  渉
喜多方市立熟塩小学校他  宮 城 園 泰
喜多方市立高郷中学校他  志 田 公 司

○功労賞(学校案剤師)
福島県立猪苗代高等学校  浅 井甚一郎
福島県立猪苗代養護学校他 寿 田 正 夫

!県学校安全ポランティア活動奨励賞
駒形地区子ども見守り隊 (喜多方市立駒形小学校)

子
学

敬城
塚

舟
平

正明

忠夫
俊夫
銀一

前会津美里町教育委員会教育長     新 國
○学校教育功労者
会津若松市立鶴城小学校 校 長     芳 賀
会津若松市立第二中学校 校 長     小 野
福島県立芙高等学校   校 長     新 田

○優秀教職員
会津若松市立城南小学校 教 諭     曹 家
会津若松市立大戸小学校 主 任栄養技師 加 藤
会津若松市立第一中学校 教 諭     薄
会津若松市立第六中学校 教 諭     久 保木

O「 児童生徒 (団体)」の部 特 別功績団体
猪苗代町立猪芭代中学校男子バ ドミントン部
(富岡町立富岡第一中学校男子バ ドミントン部)

猪苗代町立猪芭代中学校女子バ ドミントン部
(富岡町立富岡第二中学校女子バ ドミントン部)

○社会教育関係功労者
喜多方市 山崎 信 子

篤
理
弘
子

首
香

中
自
｛

会
会
会

支
支
支

津会
麻
沼

北
耶
両

福 島県 市 町村
教 育 委 員 会
連 絡 協 議 会

福 島県 教育 庁
会津教育事務所

小 ・中学校長会
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1 地 域家庭教育推進会津ブロックセミナー

(1)日時 平 成 23年 11月 26日 (上)

(2)会場 北 会津公民館、農村環境改善センター等

(3)内容 問 題提起、講演、分科会

14)参加者の感想

・ 講 演会で分科会での話 し合いの答えが示されたようで、

うなずける話をたくさん聞 くことができました。
・ 生 きる力を育成する上で、地域社会 と家庭 との関わり

が今後もっと必要になってくると思います。
。 こ こに参加できなかった保護者にも、 PTA活 動を通

してセ ミナーの内容を伝えたいと思います。

2 平 成 23年 度子ども読書活動推進研修講座

(1)日時 平 成 23年 12月 7日 (水)～ 9日 (金)

(2)会場 合 津稽古堂

(3)内容 講 演、講義、演習、事例発表、交流会等

得)当日の様子

・ 会 津域内を中心に 86名 が参加 しました。
・ JPIC読 書ア ドバイザーの児玉ひろ美氏の講演や演習は

「子どもと読書」「読み聞かせの技術Jな ど、すぐに活用で

きる内容でした①
・ 県 立図書館の吉回久恵氏からは図書館の児童サービスに

ついて、生涯学習総合センターの坂内香代子氏からは学校

図書館との連携について講義がありました。
・ 鶴 城小読書ボランティアの事例発表が行われ、子どもた

ちは目を輝かせて読み聞かせの世界に浸っていました。

千
2学 期は幼 ・小 。中あわせて 72回 の訪間をさ

せていただきました。

以下、学力向上の視点から、成果が見られる点

と課題として今後さらに取り組んでいただきたい

点について述べますc

O 小 学校においては、新学習指導要領のねらい

や内容を十分に理解 した授業が多く見られまし

た。中学校においても、移行措置への対応が確

実になされていました。

○ 言 語活動の充実についての十分な理暉にもと

づき、思考力 ・判断力 ・表現力育成のための言

語活動を位置づけた授業が多 く見 られましたc

O 学 習への意欲づけの手だてがどの教科でも議

じられ、工夫の跡が見られました。

○ 児 童生徒の実態を的確にとらえ、個に応 じた

具体的な支援計画が位置づけられていました。

○ 中 学校においては、授業の始まりと終わりの

あいさつや意見の述べ方など、学校としての共

通実践について努力の跡が感 じられました。

● 学 習への意欲が喚起され、必然性と解決の方

法の見通 しが持てるような学習課題 (めあて)

の設定が望まれます。

● 中 学校では、教師主導の授業が時々見受けら

れます。生徒が主体的に学習できるような授業

スタイルを目指 してください。

● 身 に付けさせたい力があいまいな授業が見 ら

れました。学習指導要領の内容との関連から作

成 した指導事項の年間計画にもとづき、確実な

定着を目指 してください。

● 児 童生徒に考えさせる時間が不十分な授業が

見 られます。 じっくりと考える時間を保障する

とともに、発間を吟味 してください。

授業研究以外に、講義で指導主事が訪間するこ

とも可能です。新学習指導要領に沿った新 しい授

業づ くりや次年度の現職教育のテーマ設定等、各

校のご要望に応 じて日程等を調整 します。まずは、

担当までお気軽にご連絡 ください。



昭和村教育委員会

「吉の遊びと郷土学習」

本村のその音は、道路事情が悪 く、子どもたちは、

村外へ出る機会がなく、子どもの遊びは、山や川、身
近にある物での遊びを常としていた。

今は、道路も良 くなり生活様式も変わり、親から子
へと伝えられた地域の伝統文化的な昔の遊びは少なく

なっている。このため、子どもたちの情操性向上と地

域づくりへの貢献を目的に、平成 14年 にボランティ
ア団体 「杉の子会」が結成され、郷土学習の一環とし

て小学校を訪問し、子どもたちの遊び体験と伝承を図っ

ている。

(以下、「学校だより」か ら抜粋)本 校では、今年

度も 「杉の子会Jの 皆さんにご協力いただいて、様々

な活動を行っています①昔語 りを今月までに4回 、子
どもたちに分かりやすく話 していただきました。また

他には、年 7回 、ゲーム、バンド演奏、川遊び、折 り

紙など、計画 していただき、川遊びなどの貴重な体験
をすることができました。折 り紙の時には、まだ終わ

りたくなくて、涙を流す子どももいたようです。毎回、

様々なものを準備 し、子どもたちの心を育ててくださっ

ている杉の子会の皆さん、子どもたちも楽 しみにして
います。これからもよろしくお願いします。

∈》第147号平成24年2月10日 め、ヽク
｀
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平成 19年 の学校教育法等の一部改正により、

特別支援教育が制度的にスター トし、各学校、園
では、一人一人のニーズに応 じた、適切な指導や

必要な支援をしています。

本県でも 「地域で共に学び、共に生きる教育J

を目指 して、様々な施策を展開しています。その

ような中で平成 23年 8月 には、障害者基本法が

改正され、国や自治体は、障がい者が、その年齢

及び能力に応 じ、かつ、その特性を踏まえた十分
な教育を受けられるようにするため、可能な限り

障がいのあるなしにかかわらず、共に教育を受け

られるよう配慮 し、教育の内容 ・方法の改善 ・充

実を図る等必要な施策を講 じなければならないと

定められました。

∪

会津坂下町教育委員会

教育長  佐 藤 玄

30代も半ば頃、教師として
の経験 も浅 くまだまだ未熟で
あったにもかかわらず、何事
もいわば強引に頭から教え込
み、「オレに付いてこいJ式 の教授方法が子ど

もたちにとって最良の教育と信 じ、自分でもそ
れなりの成果を上げていたように感 じていた。
一方、成果が上がらない時は、自分の至 らなさ
を棚に上げ、子どもたちの努力不足や周りの環
境のせいにしてしまうこともよくあった。

そのような教育観をもったまま、あるへき地

校へ着任 した。そこで、その後師と仰 ぐように
なるある二人の先生と出会った。一人は自分よ

り年長の、もう一人は年少の先生である。二人
の先生には共通点があった。実に子どもたちを
よく理解 し大切にされ、一人一人の潜在する力
を引き出し伸ばそうと努められていたことであ
る。すべて自分が中心で一方的に教え込むこと
に専心 していたそれまでの自分の指導観からす
れば、二人の先生方の子どもたちへの接 し方や

指導手法には、正直当初は、違和感や
"甘

さ
い
を

感ずることもあった。
しかし、何事に対 してもチャレンジ精神が旺

盛で、 しかも伸び伸びと意欲的に学校生活を送
る子どもたちの姿を連日目の当たりにしては、
自分の指導観は脆 くも崩れていくばかりであっ

た。子どもたちの姿を見れば、それがすべてで

ある①
今私は、教師の心構えとして最も大切にしな

ければならないことは 「一人一人の子どもの多
様な可能性を信 じ、見抜き、引き出し、伸ばし
てあげることJで あると確信 しているが、そう
した教育観の原点は、その時の先生方の教育実
践である。

二人の先生に巡り会えて私は幸運であった。
今でも、二人の先生を心の中で師と仰いでいる。

械

医療の関係機関が連携 し、特別な教育的支援を必

要とする子どもたちに対 して、乳幼児から就労ま

でライフステージに応 じた一貫 した支援体制を作
るための取組みが始まりましたるまた、会津若松

市においても 「特別支援連携ワーキンググループJ

を障がい者自立支援協議会内に設置 し、関係各機

関との連携の在 り方、研修体制などを具体的に検

討しています。教育と医療 ・保健 ・福祉 。労働等

会津域内では、平成 22年 度、会津美里町が特

別支援連携協議会を発足させ、教育と保健 ・福祉 ・
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『進
　
歩
』

猪
苗
代
町
立
吾
妻
中
学
校

三
年

小

椋

嶺

花

中学生らしい伸びやかさと力
強さがよく表れた作品です。

「進」は字の偏とつくりのパ

ランスがよくとれており、「歩」
は点画の連続を意識 した行書の

筆遣いがでさています。自分の
進路に向かって歩む気持ちを込
めて書きました。

指導者 五 十嵐 香 織

『
自
転
車
に
乗

っ
て
～
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
ヘ
レ
ッ
ツ
ゴ
Ｉ
Ｈ
』

西
会
津
町
立
新
郷
小
学
校

五
年

武

藤

史

明

自分が想像したことを絵に表
しました。遠近感を持たせるた
めに、色合いや線の大さ 。濃さ
を徐々に薄 くするなど工夫 しま
した。背景となる町並みは、実
物にこだわらず、東京のイメー

ジを具体的に表現 しています。

指導者 酒 井 浩―郎

『春
風
ラ
ン
プ
シ
エ
ー
ド
』

会津美里町立本郷第一小学校

6年 神 田 沙 和

素焼さのランプシェー ドをつ

くろう」をテーマに、「○○ラ
ンプシェー ド」と題名を決めて
から表現しました。この作品は、
花をモチーフに形や穴の開け方
を工夫 してつくりました。地元
の流紋焼に、焼成 してもらいま
した。

指導者 平 塚  学

一
歩

一
歩
着
実
に

雪
の
残
る
四
月
、

吾
妻
小
学
校

に
新
規
採
用
養
護
教
諭
と
し
て
着

任
し
て
か
ら
九
ヵ
月
が
経
ち
ま
し

た
。

初
め
て
づ
く
し
の
環
境
の
中
、

周
囲
の
先
生
方
や
地
域
の
方
々
に

支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ま
た

子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら

っ

て
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
の
健
康

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
本
当
に
様
々

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。　

一

人
ひ
と
り
の
想
い
を
汲
み
取

っ
て

接
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
日
々
反
省
の
連
続
で
す
。

目
の
前
の
こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
将

来
を
見
通
し
た
上
で
の

「今
」
に

ど
う
向
き
合

っ
て
い
く
べ
き
な
の

か
を
考
え
、

現
在
私
に
で
き
る
精

一
杯
の
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
る

こ
と
の
で
き
る
喜
び
と
責
任
を
感

じ
、

先
生
方
に
教
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
吸
収
し
な
が
ら
研
鎗
に

励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

猪苗代町立

吾妻小学校

養護教諭

遠藤奈緒美

新
採
用
栄
養
技
師
と
し
て

喜多方市立

第一小学校

栄養技師

大竹  昂

長
い
間
あ
こ
が
れ
て
い
た
学
校

栄
養
職
員
と
し
て
の
仕
事
に
就
く

こ
と
が
で
き
、

児
童
生
徒
の
成
長

に
少
し
で
も
関
わ
れ
る
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

四
月
当
初
は
、

様
々
な
業
務
に

追
わ
れ
、

児
童
生
徒
の
顔
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、

受
配
校
訪
間
等
を
通
し
て
、

日
常
的
な

「食
育
」
や

「衛
生
指

導
」
な
ど
の
重
要
さ
に
つ
い
て
身

を
も

っ
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、

職
責
の
重
さ
を
さ
ら
に
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
だ
ま
だ
、

多
く
の
先
生
方
や

職
員
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
私
で
す
が
、

今
後
も

「安

心
で
安
全
な
学
校
給
食
」
を
基
に
、

「健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ

と
が
で
き
る
児
童
生
徒
の
育
成
」

を
目
指
し
、

精

一
杯
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
任
の
年
と
今
後
の
抱
負

猪苗代

高等学校

教 諭

安藤 雄 一

東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有

の
自
然
災
害
が
発
生
し
た
年
に
、

私
は
初
任
者
と
し
て
猪
苗
代
高
等

学
校

へ
着
任
し
ま
し
た
。

被
災
ｔ

た
こ
と
に
よ

っ
て
様
々
な
混
乱
が

生
ま
れ
、

普
通
で
は
な
い
時
間
を

過
ご
し
、

普
通
で
あ
る
こ
と
が
ど

れ
ほ
ど
貴
重
な
こ
と
で
あ
る
か
を

痛
感
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ

っ
て
も
、

初
任
者
研
修
を
充
実
し
た
も
の
に

し
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
に
は
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
国
語
科
教
員

と
し
て
の
専
門
性
を
生
か
し
た
授

業
を
実
践
し
、

生
徒
た
ち
と
言
語

を
通
し
て
知
識
の
共
有
を
図

っ
て

い
く
と
と
も
に
、
こ
の
度
の
大
震

災
に
よ
る

「過
酷
で
は
あ
る
が
貴

重
な
経
験
」
を
生
か
し
、

人
間
性

の
育
成
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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